
大阪府下で
PFAS血中濃度測定を進めるために

２０２３年１０月

大阪PFAS汚染と健康を考える会

本資料はPFASガイドbookなどをもとに
大阪の資料を追加して作成したものです
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PFAS(ﾋﾟｰﾌｧｽ)：有機フッ素化合物とは





ストックホルム条約で制限されたPFAS

PAOS PFOA
２００３年 ２０１９年

代替物質のPFHｘSも
２０２２年

さらに今後も追加制限される可能性はあるのでは・・・
そうなればさらにPFAS汚染問題は続く



(京都大学 原田准教授資料より）

（PFAS）



健康への影響
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接種後の

「



腎臓がん



水道水汚染が疑われる地域と非汚染地域
での低出生体重率(1974-1993年累積）

pオッズ％＜2500g≧2500g総数

<0.051.127.15732195011102332那覇
<0.051.167.3618062274124547宜野湾
<0.0１1.267.7227783321135989沖縄市
<0.0１1.157.3111905150963162868総数

15124402591

南城市

玉城
10114951596知念
21127562967佐敷
18827852973大里

Ref 16.43651947610127総数
1974-19９3沖縄県調査
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大阪府下での低出生体重児の
頻度の比較

ダイキン工業は、摂津市にある。そこで、摂津市と淀川を隔てて反対側
にある守口市の低出生体重児を合計した。ほぼ大阪全域が淀川水系から
水道水を取水しているため、その影響を排除し大気由来のPFOAの影響
の評価のため、全国と比較した。PFOA排出を2010年に削減以降低体重
児の頻度は全国並みになった。

2012-20161999-2004

％低出生体重総数％低出生体重総数

9.58759,1659.41,31513,933摂津＋守口

9.5480,9915,0533,2418.96163986,927,064全国

1.00 (p＝0.915）1.07 (p＝0026)オッズ
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2023/11/6 大阪から公害をなくす会

那覇市＋宜野湾＋沖縄

現南城市

摂津＋守口

沖縄と大阪
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解説：PFASが長く体内に留まる理由

非常に少ない



世界規模のPFAS汚染



米国のPFAS規制

•

•

•



統合

腎がん

0.27 (ng/L)

免疫毒性

9x10-3（ng/L)

低出生体重

27.6x10-3 (ng/L) PFOA <4 ng/L
PFOS <4 ng/L
Index手法

定量下限を
考慮して

米国：最終的な水道水規制値

米国のRfD（生涯安全参照量）を基に
６０kgのヒトが一日２L飲むとして計算。



日本政府による水道水の水質規制



横田基地周辺 多摩地域

PFOS 130 PFOA 21
綾瀬市
PFOS 1300 PFOA 48

摂津市 ダイキン工業近隣
PFOS＜2.6 PFOA 18366

大阪市、PFOS 25 PFOA 5500
神戸市 PFOS 14 PFOA 190

沖縄県 中頭部
PFOS 1100 PFOA 57

汚染源が確認されているPFAS汚染(単位はng/L) 

愛知県 豊山町
PFOS 74 PFOA 17

長野市
蛇口でPFOS＋PFOA=58

宮城県 名取市
PFOS 120 PFOA 670

越前市
PFOS 3 PFOA 150

熊本市
PFOS+PFOA＝８９

小泉昭夫京都大学名誉教授資料より



大阪のPFAS汚染は日本国内でもトップ

ダイキン工業によるPFOA製造が大きな要因
１９４０年代からフッ素化合物開発に力を入れてきた

淀川製作所：フロン扱う化学工場
米・デュポン社に「追いつき追い越せ」の目標
１９６０年代からPFOA製品化に成功
以後２０１５年頃まで製造・他地にも工場拡大
製造過程で廃水・地下浸透・大気への放出

現地を中心に関西一円に汚染拡大







その汚染水を年間約６万トン
（推定）、４５年以上、水路を
通じて垂れ流していた

相川診療所



PFAS製造・使用過程で大気中に２３％拡散・汚染



２０２０年６月 環境省調査







大阪の汚染状況



大阪の汚染状況





ダイキン工業以外の汚染源

・空港 泡消火剤（PFOSなど）
・半導体工場

府下でも５社（豊中市から堺市まで）
・金属工場

潤滑メッキに使われるフッ素樹脂から副次的に生成
・その他日常生活から放出・曝露されている
・産廃処理場？ 数カ所疑いが上がっている

意外なところのホットスポットに注意



PFASの摂取(暴露)経路



大阪の水道水は今安全か？
過去は汚染が強かった可能性がある

廃水によって大阪湾に流入？
潮の干満などで遡上？
水道水取水口で採水：

摂津市一津屋・守口市入窪など
現在の濃度

２０２１年度
４～高い時で１０ｎℊ/㍑超

山間地からの取水では
１．０ｎｇ/㍑以下もあり



浄水器 一つの対策

32



PFOS・PFOAの除去性能表示した浄水器

週刊金曜日２３．９．８号・植田武智氏

メーカー名 ゼンケン キッツマイクロ メイスイ
フィルター

（商品名） アクアセン GOQURIA 家庭用ビルトイン・

チュリースマート （ゴクリア） スリムタイプGe.1Z

総濾過水量 ７５００L ７３００L １１０００L

PFOS・PFOA ２nｇ/L未満 １ｎｇ/Ｌ未満 ５ｎｇ/Ｌ未満

価格（税込） ２５３００円 １０８６０円 ８万４７００円

＊ただし（活性炭）カートリッジ交換３カ月程度が必要





摂津市民の、これまでの血液検査の状況



摂津市「PFOA汚染問題を考える会」の要望



摂津市議団（超党派）へのダイキン工業の回答



現在の国・府の対応

＊国・環境省
暫定目標の見直し作業
環境調査 全国河川・地下水汚染検査
動物実験に来年度予算概算請求
血中濃度は行わない 「不安増強」

しかし被害隠ぺいにつながるのでは
＊大阪府

水質調査 河川・地下水
健康調査は行わない姿勢



令和４年度大阪市の地下水調査

1ﾘｯﾄﾙあたりのPFOS及びPFOAの合算値採取日地点

1,900ﾅﾉｸﾞﾗﾑ（暫定的な目標値を超過）令和4年7月28日東淀川区南江口

1,100ﾅﾉｸﾞﾗﾑ（暫定的な目標値を超過）令和4年7月28日東淀川区大桐A

330ﾅﾉｸﾞﾗﾑ（暫定的な目標値を超過）令和4年7月28日東淀川区大桐B

580ﾅﾉｸﾞﾗﾑ（暫定的な目標値を超過）令和5年2月14日東淀川区大道南

検出下限値以下令和5年2月8日都島区都島本通

79ﾅﾉｸﾞﾗﾑ（暫定的な目標値を超過）令和5年2月8日浪速区元町

6ﾅﾉｸﾞﾗﾑ令和5年2月13日此花区島屋

19 ﾅﾉｸﾞﾗﾑ令和5年2月14日城東区中央



血中濃度を測定する意味は？

今回の検査はPFAS汚染は国民的課題との認識のもとに
＊大阪府下でどの程度の汚染が広がっているか
＊過去の汚染がどの程度人体に残っているか
＊出てきた結果を示して、国や自治体に対策強化を求める

PFAS使用の規制強化
より広範な実態調査を求める基礎材料になります

＊高濃度汚染されている人の精査と経過観察のきっかけ
「高濃度汚染＝発病」ではありませんが

ていねいに経過を見ていく必要があります
定期的健康チェックを行うきっかけに



PFAS汚染は現在進行形の汚染でもある

PFOS・PFOA・PFHｘSは製造・使用は制限された
しかし環境中には残存 土壌・地下水・海洋などに
日常生活内でも多くのPFAS物質が身近に…

その毒性の全容はまだ分かっていない
食物連鎖・生物濃縮の可能性大 食品として曝露の可能性

グリーンランドのイヌイットで血中濃度が高い
大型魚類でも濃縮している可能性ありうる

今回の血中濃度測定は現況把握でもある



私は大丈夫？と心配なあなたへ

普段採血される程度の採血で
PFAS血中濃度を調べることができ
ます。

一定年齢以上の方の大半は血中濃
度が測定可能と推察しています。

もしPFASの数値が高い方は、精密
検査や定期検査を受けましょう。



大阪PFAS汚染と健康を考える会
が発足します １１月中旬予定

＊京都大学と共同で、住民の健康調査を実施します
＊血中PFASが高い人にはさらに精査を行います
＊治療が必要、専門的に経過を見ることが必要など

の場合は専門科に紹介いたします
＊調査結果をもとに、行政や企業にたいして、徹底した

環境調査や健康調査の実施を求めます
＊PFASによる重大な疾患にかかった方の補償を求めます

＊測定のための個人負担はありません （募金は歓迎）



参考文献



実際の血液採血のための取り組み

院所でできるだけ採血に協力していただける方の学習会
各院所で採血を行う日程を設定（日常診療とは別に時間帯に設定）
その日に参加できる協力者の組織化

説明文書の説明と配布（当日前に記載してもらう文書）
当日の取り組み

予約した時間に来院していただく
受付で体温・血圧測定 問診票などをチェック
実際の採血 採血が終われば帰っていただいて結構です
採血したものはファルコが回収に来て京大に搬送します

結果は 順次測定し、分析・評価して多分1月以降に一定数ずつ報告
この採血協力者の個人費用は発生しません（無料） 募金は歓迎



「血液検査」の採血協力に参加される方に、
事前にお渡しする文書一覧

①採血会場・日時の案内
②有機フッ素化合物の血液検査の説明書及び同意書
③当日受付表
④問診票
⑤「個人情報の保護に関する申し合わせ」への同意・承諾書
⑥「環境リスク評価に向けてのヒト曝露⾧期モニタリングのための資料バン
ク創設に関する研究」についての説明文

⑦同上文書の同意書
⑧血液検査補足説明文章
⑨ワクチン接種と新型コロナ感染症の感染に関する調査へのご協力のお願い
⑩コロナとワクチンの問診票
⑪募金のお願い







これから行うこと：採血実施に向けて
＊PFASについて知らせ採血活動を理解してもらう
＊採血を行う日時を決める ＊通常診療と別の時間枠に設定

決定したら大阪民医連・近藤氏に連絡
＊その日に採血に協力してもらえる人を組織する

学習会に参加した人を中心に、外来でも一般的に知らせる
ピンポイントで依頼する人に働きかける

特に薬「G」のリスト作成と働きかけ
中央区15人くらい 天王寺区１０人以上
東成区・城東区も構わない その他
職員：希望者
全体で３０～５０人くらい

＊予約開始・３０分で８～１０人くらい？・予約一覧表作成（採血管Noと氏名）



採血実施当日の動き

＊当日までに検査会社ファルコより採血管が届きます

＊当日
人員：受付１人・問診チェック３～４人・採血１～２人
採血管には地域・院所番号と００１～０９９を記載します

２５３１００４等

当日採血終了時ころに検査会社ファルコが回収に来院
当日はこれだけで終了



事後の対応

＊結果が出たら個別に報告書作成  １月頃
検査結果の見方や相談外来設置のお知らせなどを同封

＊結果票を外来受診時または自宅に届ける
＊異常高値の方などに「相談外来」（完全予約）を設置

異常検査値に対応して精査を実施（医療保険扱い）
異常が見つかれば自院所で検査・治療
自院所で対応できない場合は専門医療機関に紹介
未定だが、異常値の人は定期的に経過を追う予定


